
「

「

一

「
確
認
書
」
と
は
、
住
宅
の
品

質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一

号
）
第
六
条
の
二
第
三
項
に
規
定

す
る
確
認
書
又
は
同
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
登
録
住
宅
性
能
評
価

機
関
（
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規

定
す
る
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関

を
い
う
。
）
が
住
宅
の
構
造
及
び

設
備
が
長
期
使
用
構
造
等
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
結
果
を
記
載
し

た
住
宅
性
能
評
価
書
（
同
項
に
規

定
す
る
住
宅
性
能
評
価
書
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
を
い
い
、
「
評
価
書
」
と

は
、
住
宅
性
能
評
価
書
の
う
ち
確

認
書
で
あ
る
も
の
以
外
の
も
の
を

い
う
。

二

床
面
積
の
合
計
は
、
当
該
認
定

申
請
を
行
う
住
宅
一
棟
当
た
り
に

つ
い
て
算
定
す
る
。

三

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進

に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法

律
第
八
十
七
号
。
以
下
こ
の
項
中

「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
四

項
又
は
第
五
項
に
規
定
す
る
区
分

所
有
住
宅
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の

規
定
に
よ
り
認
定
を
申
請
す
る
場

合
に
お
け
る
こ
の
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

イ

確
認
書
又
は
評
価
書
の
提
出

が
な
い
場
合

こ
の
項
の
金
額

の
欄
中
「
認
定
申
請
戸
数
に
」

と
あ
る
の
は
「
認
定
に
係
る
区

分
所
有
住
宅
の
総
戸
数
に
」

と
、
「
加
算
し
た
額
を
認
定
申

請
戸
数
で
除
し
て
」
と
あ
る
の

は
「
加
算
し
て
」
と
す
る
。

一

「
適
合
証
」
と
は
、
当
該
長
期

優
良
住
宅
建
築
等
計
画
が
長
期
優

良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る

法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十

七
号
。
以
下
こ
の
項
中
「
法
」
と

い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
第
一
号

に
掲
げ
る
認
定
基
準
に
適
合
し
て

い
る
こ
と
を
登
録
住
宅
性
能
評
価

機
関
（
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年

法
律
第
八
十
一
号
）
第
五
条
第
一

項
に
規
定
す
る
登
録
住
宅
性
能
評

価
機
関
を
い
う
。
）
が
証
す
る
も

の
を
い
い
、
「
評
価
書
」
と
は
、

同
項
に
規
定
す
る
住
宅
性
能
評
価

書
を
い
う
。

二

床
面
積
の
合
計
は
、
当
該
認
定

申
請
を
行
う
住
宅
一
棟
当
た
り
に

つ
い
て
算
定
す
る
。

三

法
第
六
条
第
二
項
（
法
第
八
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
申
出

が
あ
る
場
合
は
、
上
記
の
金
額

に
、
当
該
申
出
に
係
る
建
築
物
に

つ
い
て
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
確
認
申
請
又
は

同
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
通
知
を
す
る
者
が
、
建
築
基

準
法
関
係
事
務
の
項
の
規
定
に
基

づ
き
納
付
す
べ
き
建
築
物
確
認
申

請
又
は
通
知
に
係
る
審
査
手
数
料

に
相
当
す
る
額
（
同
法
第
六
条
の

三
第
一
項
の
構
造
計
算
適
合
性
判

定
に
準
じ
て
行
わ
れ
る
構
造
計
算

適
合
性
判
定
を
要
す
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
長
期
優
良
住
宅
建
築
等

計
画
認
定
に
係
る
構
造
計
算
適
合

性
判
定
手
数
料
を
加
算
し
て
得
た

額
）
を
認
定
申
請
戸
数
で
除
し
て

を

に
改
め
、
「
譲

条

例

大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

大
分
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

大
分
県
病
院
事
業
に
係
る
料
金
条
例
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

大
分
県
立
学
校
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

大
分
県
立
学
校
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七

警
察
署
の
名
称
、
位
置
及
び
管
轄
区
域
条
例
等
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七

〇
条

例

大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
条
例
第
三
十
四
号

大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
大
分
県
条
例
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
四
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
料
及
び
手
数
料
を
納
付
し
よ
う
と
す
る
者
が
地
方
自
治
法
第
二
百

三
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
納
付
受
託
者
に
納
付
を
委
託
し
た
と
き
は
、
別
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
指
定
納
付
受
託
者
が
当
該
使
用
料
及
び
手
数
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
三
の
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
関
係
事
務
の
項
の
金
額
の
欄
中
「
適
合
証
」

を
「
確
認
書
」
に
改
め
、
同
項
中

目

次

令

和

三

年

（ 金 曜 日 ）

第

二

六

九

号

十
二
月
十
七
日

毎
週

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）

発
行
人

大

分

県

編
集

㈱
佐
伯
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
定
価

一
箇
年

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

大
分
県
報
（
条
例
）

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

一



ロ

確
認
書
又
は
評
価
書
の
提
出

が
あ
る
場
合

上
記
の
金
額
に

認
定
に
係
る
区
分
所
有
住
宅
の

総
戸
数
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と

す
る
。

四

法
第
六
条
第
二
項
（
法
第
八
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
申
出

が
あ
る
場
合
は
、
上
記
の
金
額

に
、
当
該
申
出
に
係
る
建
築
物
に

つ
い
て
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
確
認
申
請
又
は

同
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
通
知
を
す
る
者
が
、
建
築
基

準
法
関
係
事
務
の
項
の
規
定
に
基

づ
き
納
付
す
べ
き
建
築
物
確
認
申

請
又
は
通
知
に
係
る
審
査
手
数
料

に
相
当
す
る
額
（
同
法
第
六
条
の

三
第
一
項
の
構
造
計
算
適
合
性
判

定
に
準
じ
て
行
わ
れ
る
構
造
計
算

適
合
性
判
定
を
要
す
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
長
期
優
良
住
宅
建
築
等

計
画
認
定
に
係
る
構
造
計
算
適
合

性
判
定
手
数
料
を
加
算
し
て
得
た

額
）
を
認
定
申
請
戸
数
で
除
し
て

得
た
金
額
を
加
算
す
る
。
こ
の
場

合
、
一
〇
〇
円
未
満
の
端
数
は
、

切
り
捨
て
る
。

五

第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る

場
合
に
お
け
る
前
号
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
上
記

の
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
前
号
の

規
定
の
適
用
後
の
上
記
の
金
額
」

と
、
「
相
当
す
る
額
」
と
あ
る
の

は
「
相

当

す

る

金

額
」
と
、

「
額
）
を
認
定
申
請
戸
数
で
除
し

て
得
た
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
金

額
）
」
と
す
る
。

得
た
金
額
を
加
算
す
る
。
こ
の
場

合
、
一
〇
〇
円
未
満
の
端
数
は
、

切
り
捨
て
る
。

」

」

認
定
計
画
実
施
者
の
地
位

承
継
承
認
申
請
に
係
る
審

査
手
数
料

一

件

三
、
〇
〇
〇
円

「

を
」

認
定
計
画
実
施
者
の
地
位

承
継
承
認
申
請
に
係
る
審

査
手
数
料

一

件

三
、
〇
〇
〇
円

容
積
率
の
特
例
許
可
申
請

に
係
る
審
査
手
数
料

一

件

一
六
〇
、
〇
〇
〇
円

「

に
改
め
る
。

」

銃
砲

刀
剣

類
関

係
事

務

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六

号
）
第
四
条
第
一
項
第
一
号

の
規
定
に
よ
る
猟
銃
又
は
空

気
銃
の
所
持
の
許
可
を
現
に

受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
同

号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
又
は

空
気
銃
の
所
持
の
許
可

一

件

六
、
八
〇
〇
円

同
時
に
他
の
こ

の
区
分
の
許
可

を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
に
お

け
る
当
該
他
の

こ
の
区
分
の
許

可

に

あ

つ

て

は
、
四
、
三
〇

〇
円
と
す
る
。

所
持
許
可

申
請
手
数

料

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規

定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所

持
の
許
可
を
現
に
受
け
て
い

る
者
に
対
す
る
同
号
の
規
定

に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持

の
許
可

一

件

六
、
八
〇
〇
円

同
時
に
他
の
こ

の
区
分
の
許
可

を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
に
お

け
る
当
該
他
の

こ
の
区
分
の
許

可

に

あ

つ

て

は
、
四
、
三
〇

〇
円
と
す
る
。

同
時
に
他
の
こ

の
区
分
の
許
可

を
受
け
よ
う
と

受
人
」
の
下
に
「
の
決
定
及
び
区
分
所
有
住
宅
の
管
理
者
等
の
選
任
」
を
加
え
、
「
当
該
申
請
に
係
る
建
築

物
の
床
面
積
に
応
じ
」
を
削
り
、

別
表
第
三
の
銃
砲
刀
剣
類
関
係
事
務
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

大
分
県
報
（
条
例
）

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

二



そ
の
他
の
者
に
対
す
る
許
可

一

件

一
〇
、
五
〇
〇
円

す
る
場
合
に
お

け
る
当
該
他
の

こ
の
区
分
の
許

可

に

あ

つ

て

は
、
六
、
七
〇

〇
円
と
す
る
。

国
際
競
技

に
参
加
す

る
外
国
人

の
所
持
許

可
申
請
手

数
料

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

第
六
条
第
一
項
の
許
可

一

件

三
、
九
〇
〇
円

同
時
に
他
の
こ

の
区
分
の
許
可

を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
に
お

け
る
当
該
他
の

こ
の
区
分
の
許

可

に

あ

つ

て

は
、
一
、
八
〇

〇
円
と
す
る
。

許
可
証
書

換
え
手
数

料

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

第
七
条
第
二
項
の
許
可
証
の

書
換
え

一

件

一
、
八
〇
〇
円

許
可
証
再

交
付
手
数

料

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

第
七
条
第
二
項
の
許
可
証
の

再
交
付

一

件

一
、
九
〇
〇
円

新
た
な

許
可
証

の
交
付

を
伴
う

更
新

一

件

七
、
二
〇
〇
円

同
時
に
他
の
こ

の
区
分
の
許
可

の
更
新
を
受
け

よ
う
と
す
る
場

合
に
お
け
る
当

該
他
の
こ
の
区

分
の
許
可
の
更

新
及
び
同
時
に

銃
砲
刀
剣
類
所

持
等
取
締
法
第

四
条
第
一
項
第

一
号
の
規
定
に

よ
る
猟
銃
又
は

空
気
銃
の
所
持

の
許
可
を
受
け

よ
う
と
す
る
場

銃
砲
刀
剣
類
所
持

等
取
締
法
第
七
条

の
三
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
猟
銃
又

は
空
気
銃
の
所
持

の
許
可
の
更
新

合
に
お
け
る
こ

の
区
分
の
許
可

の
更
新
に
あ
つ

て
は
、
四
、
八

〇

〇

円

と

す

る
。

許
可
更
新

申
請
手
数

料

新
た
な

許
可
証

の
交
付

を
伴
わ

な
い
更

新

一

件

六
、
八
〇
〇
円

同
時
に
他
の
こ

の
区
分
の
許
可

の
更
新
を
受
け

よ
う
と
す
る
場

合
に
お
け
る
当

該
他
の
こ
の
区

分
の
許
可
の
更

新
及
び
同
時
に

銃
砲
刀
剣
類
所

持
等
取
締
法
第

四
条
第
一
項
第

一
号
の
規
定
に

よ
る
猟
銃
又
は

空
気
銃
の
所
持

の
許
可
を
受
け

よ
う
と
す
る
場

合
に
お
け
る
こ

の
区
分
の
許
可

の
更
新
に
あ
つ

て
は
、
四
、
四

〇

〇

円

と

す

る
。

新
た
な

許
可
証

同
時
に
他
の
こ

の
区
分
の
許
可

の
更
新
を
受
け

よ
う
と
す
る
場

合
に
お
け
る
当

該
他
の
こ
の
区

分
の
許
可
の
更

新
及
び
同
時
に

銃
砲
刀
剣
類
所

持
等
取
締
法
第

大
分
県
報
（
条
例
）

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

三



銃
砲
刀
剣
類
所
持

等
取
締
法
第
七
条

の
三
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
ク
ロ
ス

ボ
ウ
の
所
持
の
許

可
の
更
新

の
交
付

を
伴
う

更
新

一

件

七
、
二
〇
〇
円

四
条
第
一
項
第

一
号
の
規
定
に

よ
る
ク
ロ
ス
ボ

ウ
の
所
持
の
許

可
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合
に

お
け
る
こ
の
区

分
の
許
可
の
更

新

に

あ

つ

て

は
、
四
、
八
〇

〇
円
と
す
る
。

新
た
な

許
可
証

の
交
付

を
伴
わ

な
い
更

新

一

件

六
、
八
〇
〇
円

同
時
に
他
の
こ

の
区
分
の
許
可

の
更
新
を
受
け

よ
う
と
す
る
場

合
に
お
け
る
当

該
他
の
こ
の
区

分
の
許
可
の
更

新
及
び
同
時
に

銃
砲
刀
剣
類
所

持
等
取
締
法
第

四
条
第
一
項
第

一
号
の
規
定
に

よ
る
ク
ロ
ス
ボ

ウ
の
所
持
の
許

可
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合
に

お
け
る
こ
の
区

分
の
許
可
の
更

新

に

あ

つ

て

は
、
四
、
四
〇

〇
円
と
す
る
。

認
知
機
能

検
査
手
数

料

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

第
四
条
の
三
第
一
項
（
同
法

第
七
条
の
三
第
三
項
に
お
い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む
。
）
の
検
査

一

件

六
五
〇
円

講
習
手
数

料

銃
砲
刀
剣
類
所
持

等
取
締
法
第
五
条

の
三
第
一
項
の
講

習

現
に
銃

砲
刀
剣

類
所
持

等
取
締

法
第
四

条
第
一

項
第
一

号
の
規

定
に
よ

る
許
可

を
受
け

て
猟
銃

又
は
空

気
銃
を

所
持
し

て
い
る

者
及
び

同
法
第

五
条
の

二
第
三

項
第
二

号
又
は

第
三
号

に
掲
げ

る
者

一

人

三
、
〇
〇
〇
円

そ
の
他

の
者

一

人

六
、
九
〇
〇
円

銃
砲
刀
剣
類
所
持

等
取
締
法
第
五
条

の
三
の
二
第
一
項

現
に
銃

砲
刀
剣

類
所
持

等
取
締

法
第
四

条
第
一

項
第
一

号
の
規

定
に
よ

る
許
可

一

人

三
、
〇
〇
〇
円

大
分
県
報
（
条
例
）

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

四



の
講
習

を
受
け

て
ク
ロ

ス
ボ
ウ

を
所
持

し
て
い

る
者

そ
の
他

の
者

一

人

六
、
九
〇
〇
円

技
能
検
定

手
数
料

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

第
五
条
の
四
第
一
項
の
技
能

検
定

一

人

二
二
、
〇
〇
〇
円

技
能
講
習

手
数
料

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

第
五
条
の
五
第
一
項
の
講
習

一

人

一
二
、
七
〇
〇
円

射
撃
教
習

資
格
認
定

申
請
手
数

料

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

第
九
条
の
五
第
二
項
の
資
格

認
定

一

件

八
、
九
〇
〇
円

射
撃
練
習

資
格
認
定

申
請
手
数

料

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

第
九
条
の
十
第
二
項
の
資
格

認
定

一

件

八
、
九
〇
〇
円

年
少
射
撃

資
格
認
定

申
請
手
数

料

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

第
九
条
の
十
三
第
一
項
の
資

格
認
定

一

件

九
、
六
〇
〇
円

同
時
に
他
の
こ

の
区
分
の
資
格

認
定
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合

に
お
け
る
当
該

他
の
こ
の
区
分

の
資
格
認
定
に

あ

つ

て

は
、

五
、
九
〇
〇
円

と
す
る
。

年
少
射
撃

資
格
認
定

証
書
換
え

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

第
九
条
の
十
三
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
年
少
射
撃
資
格
認

一

件

一
、
八
〇
〇
円

手
数
料

定
証
の
書
換
え

年
少
射
撃

資
格
認
定

証
再
交
付

手
数
料

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

第
九
条
の
十
三
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
年
少
射
撃
資
格
認

定
証
の
再
交
付

一

件

一
、
九
〇
〇
円

年
少
射
撃

資
格
講
習

手
数
料

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

第
九
条
の
十
四
第
一
項
の
講

習

一

人

九
、
八
〇
〇
円

ク
ロ
ス
ボ

ウ
射
撃
練

習
資
格
認

定
申
請
手

数
料

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

第
九
条
の
十
六
第
一
項
の
資

格
認
定

一

件

九
、
三
〇
〇
円

同
時
に
他
の
こ

の
区
分
の
資
格

認
定
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合

に
お
け
る
当
該

他
の
こ
の
区
分

の
資
格
認
定
に

あ

つ

て

は
、

五
、
六
〇
〇
円

と
す
る
。

登
録
申
請

手
数
料

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

第
十
四
条
第
一
項
の
登
録

一

件

六
、
三
〇
〇
円

登
録
証
再

交
付
手
数

料

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

第
十
五
条
第
二
項
の
登
録
証

の
再
交
付

一

件

三
、
五
〇
〇
円

刀
剣
類
製

作
承
認
申

請
手
数
料

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

第
十
八
条
の
二
第
一
項
の
製

作
の
承
認

一

件

八
〇
〇
円

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

別
表
第
三
の
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
関
係
事
務
の
項
の
改
正
規
定

令
和
四

年
二
月
二
十
日

二

別
表
第
三
の
銃
砲
刀
剣
類
関
係
事
務
の
項
の
改
正
規
定

令
和
四
年
三
月
十
五
日

大
分
県
報
（
条
例
）

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

五



〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

（
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
関
係
事
務
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
改
正
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、

同
号
に
規
定
す
る
改
正
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
別
表
第
三
の
長
期
優
良

住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
関
係
事
務
の
項
に
規
定
す
る
適
合
証
は
、
同
号
に
規
定
す
る
改
正
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
別
表
第
三
の
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関

す
る
法
律
関
係
事
務
の
項
に
規
定
す
る
確
認
書
と
み
な
す
。

（
銃
砲
刀
剣
類
関
係
事
務
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る

猟
銃
若
し
く
は
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
又
は
同
法
第
七
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
若
し
く
は
空

気
銃
の
所
持
の
許
可
の
更
新
に
係
る
申
請
（
狩
猟
又
は
有
害
鳥
獣
駆
除
の
用
途
に
供
す
る
た
め
の
猟
銃
又

は
空
気
銃
の
所
持
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
手
数
料
で
あ
っ
て
、
附
則
第
一
項
第
二
号
の
改
正
規
定
の

施
行
の
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
の
申
請
に
係
る
も
の
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
同
号
に

規
定
す
る
改
正
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
別
表
第
三
の
銃
砲
刀
剣
類
関
係

事
務
の
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

大
分
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
条
例
第
三
十
五
号

大
分
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

大
分
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
大
分
県
条
例
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
二
十
三
の
項
の
市
町
村
の
欄
中
「
豊
後
大
野
市
」
の
下
に
「
、
由
布
市
」
を
加
え
る
。

別
表
第
二
の
十
二
の
項
の
項
目
の
欄
中
「
と
い
う
。
）
」
の
下
に
「
及
び
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
施

行
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
厚
生
省
令
第
十
四
号
。
以
下
こ
の
項
中
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、

同
項
の
事
務
の
欄
の
第
二
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⒆

施
行
規
則
第
一
条
の
四

⒇

施
行
規
則
第
十
四
条
の
四

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
病
院
事
業
に
係
る
料
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
条
例
第
三
十
六
号

大
分
県
病
院
事
業
に
係
る
料
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

大
分
県
病
院
事
業
に
係
る
料
金
条
例
（
平
成
十
八
年
大
分
県
条
例
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
第
二
百
三
十
一
条
の
二
第
六
項
の
指
定
代
理
納
付
者
」
を
「
第
二
百
三
十
一
条
の
二

の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
納
付
受
託
者
」
に
改
め
る
。

別
表
の
分
べ
ん
料
の
項
中
「
一
六
、
○
○
○
円
」
を
「
一
二
、
○
○
○
円
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
一
項
の
改
正
規
定
は
、
同

月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
の
施
行
の
日
に
お
い
て
現
に
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
七
号
）
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
前
項
た

だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
大
分
県
病
院
事
業
に
係
る
料
金
条
例
第
三
条
第
一
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
地
方
自
治
法
」

と
あ
る
の
は
、
「
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
七
号
）
附
則
第
十
九
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方

自
治
法
」
と
す
る
。

大
分
県
立
学
校
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
条
例
第
三
十
七
号

大
分
県
立
学
校
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

大
分
県
立
学
校
の
設
置
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
大
分
県
条
例
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
高
等
学
校
の
部
の
大
分
県
立
国
東
高
等
学
校
双
国
校
の
項
を
削
る
。

附

則

大
分
県
報
（
条
例
）

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

六



〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
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〰
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こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
立
学
校
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
条
例
第
三
十
八
号

大
分
県
立
学
校
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

大
分
県
立
学
校
の
設
置
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
大
分
県
条
例
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
特
別
支
援
学
校
の
部
の
大
分
県
立
聾
学
校
の
項
中
「
大
分
市
東
大
道
二
丁
目
五
番
一
二
号
」
を

「
大
分
市
金
池
町
三
丁
目
一
番
六
○
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

警
察
署
の
名
称
、
位
置
及
び
管
轄
区
域
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
条
例
第
三
十
九
号

警
察
署
の
名
称
、
位
置
及
び
管
轄
区
域
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
警
察
署
の
名
称
、
位
置
及
び
管
轄
区
域
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

警
察
署
の
名
称
、
位
置
及
び
管
轄
区
域
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
大
分
県
条
例
第
二
十
七
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
大
分
県
大
分
中
央
警
察
署
の
項
中
「
広
瀬
町
二
丁
目
」
の
下
に
「
、
新
川
西
一
丁
目
、
新
川
西

二
丁
目
、
城
南
北
一
丁
目
、
城
南
北
二
丁
目
、
城
南
東
一
丁
目
、
城
南
東
二
丁
目
、
城
南
南
一
丁
目
、
城

南
南
二
丁
目
、
城
南
西
一
丁
目
、
城
南
西
二
丁
目
」
を
加
え
、
同
表
の
大
分
県
大
分
南
警
察
署
の
項
中

「
木
上
台
二
丁
目
」
の
下
に
「
、
ふ
じ
が
丘
北
一
丁
目
、
ふ
じ
が
丘
北
二
丁
目
、
ふ
じ
が
丘
東
一
丁
目
、

ふ
じ
が
丘
東
二
丁
目
、
ふ
じ
が
丘
東
三
丁
目
、
ふ
じ
が
丘
西
一
丁
目
、
ふ
じ
が
丘
西
二
丁
目
、
ふ
じ
が
丘

西
三
丁
目
、
ふ
じ
が
丘
南
一
丁
目
、
ふ
じ
が
丘
南
二
丁
目
、
ふ
じ
が
丘
南
三
丁
目
、
ふ
じ
が
丘
山
手
一
丁

目
、
ふ
じ
が
丘
山
手
二
丁
目
、
ふ
じ
が
丘
山
手
三
丁
目
」
を
加
え
る
。

（
大
分
県
県
営
住
宅
等
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条

大
分
県
県
営
住
宅
等
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
九
年
大
分
県
条
例
第
二
十
七
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中
「
大
分
市
大
字
永
興
」
を
「
大
分
市
城
南
北
一
丁
目
、
城
南
北
二
丁
目
、
城
南
南
一
丁
目

及
び
城
南
西
一
丁
目
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
一
月
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
報
（
条
例
）

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

七


